
省資源・省エネや地球温暖化防止等の
環境問題への取り組み

家庭や育児・介護と仕事の両立支援等
従業員の生活に配慮する

地域社会が抱える諸問題（高齢化、少子化、雇用、
コミュニティの脆弱化等）の解決への取り組み

障害者などを積極的に雇用

新技術や画期的な製品の開発

国内外の被災地支援

慈善団体などへの寄付や
社員のボランティア活動支援

世界各地に存在する諸問題（貧困、格差、食糧問題、
水問題等）の解決への取り組み

地域社会の文化・スポーツ振興等に貢献する

環境教育・食育などの学校教育支援

その他
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エネルギー全般に関する安全対策をもっと強化すべき

そう思う（あてはまる）

特定のエネルギーに頼る生活はリスクが高い

エネルギーの供給手段はなるべく多様であるのが望ましい

自立分散型の電力システムも整備すべき

太陽光発電システムを将来自宅に設置したい

燃料電池システムを将来自宅に設置したい

実用性のある蓄電池を将来自宅に設置したい

エネルギーを使いすぎる生活そのものを見直す

もっと少ないエネルギーでも工夫で快適な生活は可能

節電を含む省エネに積極的に取り組んでいる

生活が多少不便になっても省エネを実践しようという意識が高まった

エネルギー全般の使い方を工夫し、節約するようになった
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どちらかといえばそう思う（あてはまる） どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない（あてはまらない） そう思わない（あてはまらない） 無回答

　
　

調
査
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
に
関
す
る
安
全
対
策
を

も
っ
と
強
化
す
べ
き
が
約
９
割
で
し
た
。

　

今
回
の
震
災
お
よ
び
津
波
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
事

故
を
受
け
て
、
約
9
割
の
人
が「
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
に
関
す

る
安
全
対
策
を
も
っ
と
強
化
す
べ
き
で
あ
る
」と
回
答
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
特
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
る
生
活
は
リ
ス
ク
が
高

い
と
感
じ
た（
87
%
）」、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
手
段
は
な
る

べ
く
多
様
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い（
83
%
）」、「
現
在
の
大

規
模
・
集
中
型
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
自
立
分

散
型
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
も
整
備
す
べ
き（
69
%
）」等
、

特
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
ら
ず
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
多
様

化
や
大
規
模
・
集
中
型
と
自
立
分
散
型
の
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る

安
定
供
給
への
要
望
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
し
て
、「
自
家
発
電
で
き
る

設
備
の
必
要
性
を
感
じ
た（
61
%
）」、「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
将
来
自
宅
に
設
置
し
た
い（
54
%
）」、「
実
用
性
の
あ
る

蓄
電
池
を
将
来
自
宅
に
設
置
し
た
い（
45
%
）」「
燃
料
電
池

シ
ス
テ
ム
を
将
来
自
宅
に
設
置
し
た
い（
37
%
）」等
、
自
家

発
電
、
太
陽
光
発
電
、
電
気
を
蓄
え
る
蓄
電
池
、
燃
料
電

池
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
の
停
止
に

伴
う
計
画
停
電
等
で
現
状
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性

を
身
を
も
って
経
験
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
新
聞
、テ
レ
ビ
等

のマス
メ
デ
ィ
ア
で
見
聞
き
し
て
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

震
災
を
機
に「
省
エ
ネ
・
節
電
意
識
」、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
関
心
」が
高
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
が
自
分
に
関
わ
り
の
あ
る
問
題
と
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
す
ぎ
や
省
エ
ネ
に
つい
て
尋

ね
ま
し
た
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
す
ぎ
る
生
活
そ
の
も
の
を

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
88
%
）」、「
も
っ
と
少
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
も
、
工
夫
す
れ
ば
快
適
な
生
活
は
可
能
で
あ
る

（
82
%
）」、「
節
電
を
含
む
省
エ
ネ
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る（
75
%
）」、「
生
活
が
多
少
不
便
に
な
っ
て
も
、
省
エ

ネ
を
実
践
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
た（
74
%
）」、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
全
般
の
使
い
方
を
工
夫
し
、
節
約
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た（
72
%
）」等
、
震
災
を
機
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
す

ぎ
を
反
省
し
、「
節
電
・
省
エ
ネ
意
識
」が
高
ま
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つい
て
の
正
し
い
情
報
を
も
っ
と
提

供
し
て
欲
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た（
88
%
）」、「
生
活
者

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た（
88
%
）」、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
よ

り
自
分
に
係
わ
り
の
あ
る
問
題
だ
と
し
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た（
84
%
）」等
、
震
災
を
機
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
正
し
い
情
報
の

提
供
要
望
が
強
ま
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
自
分
に
か
か
わ

り
の
あ
る
問
題
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
って
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
生
活
者
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
に
つい
て
考
え
、

実
際
の
行
動
に
移
る
に
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
リ
テ
ラ
シ
ー（
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賢
く
使
う
た
め
の
基
礎
知
識
）の
向
上
」が
必

要
で
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て
も
、
そ
の
向
上
に
資

す
る
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

C
E
L
も
そ
の
一
翼
を
担
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
、

　

 

社
会
貢
献
に
関
す
る
分
野

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」の
認
知
度
は
、徐
々
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
が
社
会
に
対
し
て
責
任
あ
る

行
動
を
と
って
い
く
こ
と
を「
企
業
の

社
会
的
責
任
＝
Ｃ
Ｓ
Ｒ（Corporate 

Social Responsibility

）と
い
い

ま
す
。
こ
の
言
葉
に
対
す
る
認
知

度
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
聞
き
ま

し
た
。

　

2
0
0
7
年
、
2
0
1
1
年
の

調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、「
よ
く

知
って
い
る
」「
だ
い
た
い
知
って
い
る
」

が
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。「
知
ら

な
い
」も
35
％
程
度
あ
り
ま
す
が
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
使
わ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
、一
般
的
な
言
葉
に
なっ

て
い
な
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

生
活
者
が
考
え
る
重
要
な
社
会
貢
献
活
動
で
は
、「
従

業
員
の
就
業
環
境
整
備
」か
ら「
省
エ
ネ
な
ど
環
境
へ

の
取
り
組
み
」へ
と
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

　
「
企
業
の
社
会
貢
献
で
何
が
重
要
と
思
う
か
？
」と
の
質
問

に
複
数
回
答
で
選
択
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
最
も
重

要
と
思
う
も
の
は
何
か
？
と
の
２
種
類
の
質
問
を
行
い
ま
し

た
。（
図
3
）

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
る
た
め

に
、
昨
年
の
調
査
と
比
較
し
ま
し
た
。 

　

昨
年
の
調
査
で
は
、
生
活
者
が
重
要
と
考
え
る
の
は
、①

従
業
員
の
就
業
環
境
整
備
、②
省
エ
ネ
な
ど
環
境
へ
の
取
組

み
、③
地
域
課
題
の
解
決
、④
障
害
者
雇
用
の
順
に
な
って
い

ま
し
た
が
、
今
年
の
調
査
で
は
、
1
位
と
2
位
が
入
れ
替
わ

り
ま
し
た
。
原
発
事
故
や
電
力
不
足
に
直
面
し
、
省
エ
ネ
や

環
境
問
題
への
関
心
が
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

国
内
外
の
被
災
地
支
援
の
項
目
も
、
昨
年
よ
り
10
ポ
イ
ン

ト
増
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
者
が
企
業
に
期
待
す
る
社
会

貢
献
の
内
容
は
、
大
震
災
の
影
響
で
、

順
位
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
り
ま
し
た

が
、い
ず
れ
の
項
目
も
、
社
会
が
求
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
よ

り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
企
業

も
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
事
業
を

通
し
て
蓄
積
し
た
資
源
を
活
用
し
て
、

社
会
に
対
す
る
責
任
を
果
た
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
も
、
様
々
な
企

業
の
活
動
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
非

常
時
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
活
動
を

観
察
し
、
評
価
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
よ
り
よ
い
企
業
を
育
て
る
こ
と
に

繋
が
って
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

 

住
ま
い
・
食
生
活
分
野

高
齢
期
の
住
ま
い
・
暮
ら
し
の
不
安
要
素
と
し
て
、

将
来
の
自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
建
て
替
え
、
手
入

れ
等
が
上
位
に
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
の
住
ま
い
や
住
ま
い
方
に
つ
い
て
、「
不
安
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
不
安
」と
の
回
答
合
計
は
47
・
9
％
で
、

2
0
1
0
年
1
月
に
実
施
し
た
第
6
回
調
査
の
50
・
5
％

よ
り
多
少
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
で
も
不
安
の

回
答
率
が
最
も
高
い
の
が
20
代
女
性
で
57
・
9
％
に
達
し

て
い
る
点
な
ど
、
若
年
世
代
に
広
が
る
将
来
の
生
活
へ
の
不

安
感
は
第
6
回
調
査
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

不
安
に
思
う
要
素
で
は
、
第
1
位「
自
分
や
家
族
に
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
介
護
費
の
負
担
」と
、
第
2
位

「
医
療
費
の
負
担
」は
、
震
災
前
の
第
6
回
調
査
と
震
災
後

の
今
回
の
調
査
で
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
第
3
位
以
降
に
特

徴
的
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

震
災
前
の
第
6
回
調
査
で
は
不
安
要
素
の
第
6
位
だ
っ

た「
リ
フ
ォ
ー
ム（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
耐
震
等
）を
し
た
い
場
合

の
資
金
確
保
」が
、
震
災
後
の
今
回
の
調
査
で
は
第
3
位
に

浮
上
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
第
6
回
調
査
で
は
第
8
位
だ
っ

た「
家
の
手
入
れ
や
庭
の
掃
除
を
自
力
で
続
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
」が
、
今
回
の
調
査
で
は
第
5
位
に
、
同
じ
く
第
6
回

調
査
で
第
9
位
だ
っ
た「
建
て
替
え
た
い
場
合
の
資
金
確

保
」が
、
今
回
の
調
査
で
は
第
7
位
に
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　

耐
震
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
は
じ
め
物
理
的
な
住
宅
の
安
全

性
の
確
保
や
維
持
・
管
理
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、そ
れ
へ

の
経
済
的
・
身
体
的
な
対
応
力
が
あ
る
か
ど
う
か
が
、将
来
へ

の
不
安
要
素
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

高
ま
る
安
全
・
安
心
へ
の
不
満
ー
食
の
満
足
度
に

も
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

食
生
活
分
野
で
は
、
2
0
0
5
年
の
第
一
回
の
調
査
以
来

食
生
活
全
般
へ
の
満
足
度
や
不
満
に
つい
て
聞
い
て
い
ま
す
。

現
在
の
食
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
満
足
は
75
・
1
％
、
不
満

7
・
4
％
と
、
相
変
わ
ら
ず
満
足
度
は
高
い
水
準
と
い
え
ま

す
が
、
東
日
本
大
震
災
以
前
の
昨
年
の
調
査（
2
0
1
1
年

1
月
20
日
〜
2
月
8
日
）結
果
と
比
べ
る
と
満
足
度
が
4
・
8

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
水
準
は
、
 ’05
年
調
査
開
始

以
来
最
低
と
な
り
ま
し
た（
 ’05
年
75
・
5
％
、 

 ’07
年
78
・
3

％
、
 ’09
年
78
・
6
％
、
 ’11
年
77
・
9
％
）。

　
一
方
、
食
生
活
で
の
不
満
な
点
は
、
安
全
・
安
心
36
・
3

％（
 ’11
年
31
・
7
％
、
 ’10
年
24
・
9
％
、
 ’09
年
39
・
9
％
、

 ’07
年
26
・
7
％
、
 ’05
年
23
・
6
％
）、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
35
・
7

％（
  ’11
年
35
・
6
％
）、
経
済
性
・
節
約
で
き
な
い
27
・
6

％（
  ’11
年
26
・
9
％
）、
昨
年
調
査
と
比
べ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、

経
済
性
・
節
約
で
き
な
い
に
は
、ほ
と
ん
ど
変
化
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、安
全
・
安
心
は
、4
・
6
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

昨
年
一
位
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

　

過
去
、
中
国
産
の
冷
凍
野
菜
の
農
薬
汚
染
や
冷
凍
餃
子

事
件
が
続
い
た
2
0
0
9
年
の
調
査
で
も
食
の
安
全
・
安
心

に
関
心
が
非
常
に
高
ま
り
ま
し
た（
39
・
9
％
）が
、
1
年

後
の
2
0
1
0
年
調
査
で
は
、
安
全
・
安
心
24
・
9
％
と
低

下
し
ま
し
た
。
し
か
し
2
0
0
9
年
に
次
ぐ
安
全
・
安
心
へ

の
不
満
の
増
加
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

る
食
品
や
水
の
放
射
能
汚
染
に
対
す
る
不
安
を
反
映
し
、

こ
れ
か
ら
も
長
く
続
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

 

幸
福
を
感
じ
る
条
件

幸
福
を
感
じ
る
た
め
に
重
要
な
も
の
ー
健
康
、
次
い

で
家
庭
や
お
金
、
そ
し
て
友
人
関
係
の
順
で
し
た
。

　

昨
年
と
同
様
に
、「
あ
な
た
に
と
って
、
幸
福
感
を
感
じ
る

た
め
に
は
何
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
」と
問
い
、「
自
分
自

身
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」な
ど
、
11
の
選
択
肢
の
中
か
ら

抽
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
結
果
昨
年
と
大
き
く
替
わ
る

こ
と
な
く
、
最
も
重
要
な
条
件（
2
つ
選
択
）に
は「
自
分
自

身
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」と「
家
族
・
知
人
の
健
康
が
良

好
で
あ
る
」が
圧
倒
的
な
支
持
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の
次
に

重
要
な
も
の（
2
つ
選
択
）に
は「
よ
い
家
庭
が
築
け
て
い
る
」

と「
お
金
が
あ
る
」が
、
ま
た
そ
の
次
に
重
要
な
も
の（
3
つ

選
択
）に
は「
友
人
関
係
が
良
好
で
あ
る
」な
ど
が
多
く
の

回
答
者
か
ら
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、「
自
分
の
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
幸
せ
で
あ

る
」と
い
う
選
択
肢
は
、「
最
も
重
要
〜
自
分
に
と
っ
て
重

要
」ま
で
ま
ん
べ
ん
な
く
支
持
を
集
め
て
お
り
、
各
選
択
肢

の
評
価
の
さ
れ
方
に
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
性
別
年

齢
階
層
別
に
見
て
も
特
徴
が
現
れ
ま
し
た
。〝
最
も
重
要
な

条
件
〞と
し
て「
自
分
自
身
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」を
選

ん
だ
人（
全
体
の
72
・
8
％
）に
関
し
て
は
、
年
齢
が
高
く

な
る
ほ
ど
、
数
値
が
増
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。一
方
、

「
家
族
・
知
人
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」を
最
も
重
要
な
条

件
に
選
ん
だ
61
・
5
％
の
人
に
関
し
て
は
、
男
女
と
も
40

歳
代
を
頂
点
と
す
る
山
形
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
、

配
偶
者
、
親
な
ど
、
健
康
を
心
遣
う
べ
き
対
象
者
が
多
い

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
様
に「
お
金
が
あ
る
」を
選
ん
だ
15
・
3
％
の
回
答
者

を
見
る
と
、
若
い
人
の
重
視
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
女
性
は

20
歳
代
の
21
・
1
％
を
最
高
に
、
60
歳
以
降
の
7
・
8
％

ま
で
単
調
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。男
性
の「
お
金
が
あ
る
」

支
持
者
も
20
歳
代
で
31
・
3
％
と
高
く
、
60
歳
以
上
は

10
・
6
％
と
低
下
し
ま
す
。
し
か
し
、
30
歳
代
18
・
5
％
、

40
歳
代
15
・
0
％
、
50
歳
代
17
・
2
％
と
、
30
歳
代
〜
50

歳
代
に
は
傾
向
的
な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
お
金
」を
最
も
重
要
な
条
件
と
し
て
は
選
択
せ
ず
、
次

に
重
要
な
条
件
と
し
て
選
ん
だ
人
た
ち（
全
体
の
38
・
8

％
を
見
る
と
、
男
性
も
女
性
も
40
歳
代
と
50
歳
代
が
他
の

年
齢
階
層
に
比
べ
て
多
く
な
って
い
ま
す
。
や
は
り
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
な
ど
に
鑑
み
る
と
、
そ
の
年
齢
層
で
お
金
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
幸
福
を
感
じ
る
条
件
の
下
で
、「
実
際
」

に
は
回
答
者
は
そ
れ
を
ど
の
程
度
実
感
し
て
い
る
の
か
を
見

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
と
て
も
実
感
で
き
て

い
る
」と「
ま
あ
実
感
で
き
て
い
る
」の
合
計
値
が
大
き
い
項

目
は「
友
人
関
係
が
良
好
で
あ
る
」（
76
・
2
％
）、「
家
族
・

知
人
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」（
73
・
7
％
）、「
自
分
自
身

の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」（
69
・
5
％
）、「
よ
い
家
族
が
築

け
て
い
る
」（
66
・
3
％
）で
し
た
。

　

逆
に
実
感
値
の
低
い
選
択
肢
は「
よ
い
社
会
だ
と
納
得
で

き
る
」（
10
・
3
％
）、「
お
金
が
あ
る
」（
20
・
1
％
）、「
社

会
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
」（
27
・
1
％
）で
し
た
。
お
金
の

面
で
は
な
か
な
か
満
足
で
き
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
健
康
や
家

族
な
ど
と
の
人
間
関
係
は
あ
る
程
度
充
実
し
て
お
り
、
総

合
的
な
幸
福
度
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　大阪ガス㈱エネルギー･文化研究所では、「住まい・生活」

に関して生活者が抱える問題、期待する方向、そのギャップを

埋める解決策、今後のあり方などを分析・研究するために、

2005 年から「これからの住まいとライフスタイルに関する生活

意識調査」を実施し、2012年1月に第8回調査を行いました。

　本年の調査では、東日本大震災を経験して、生活者の方々

の意識がどのように変わったかを比較するため、昨年とほぼ

同様の項目の調査とともに、変化したであろうエネルギーに関

する項目を追加しました。

　2012 年調査の概要ならびにトピックスについて簡単に紹

介します。詳細な分析については、今後、ホームページなどで

報告していく予定です（2012 年 10 月予定）。ご協力いただ

いた回答者の皆様、誠にありがとうございました。この場を借

りてお礼申し上げます。

0 20 40 60 80 100（%）
2007年1月調査

2011年1月調査

2012年1月調査

よく知っている だいたい知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

調 査 の 概 要

　 調査地域：全国
　 調査対象：22歳～76歳の男女個人
　 標　本　数：1149人（内回収数798人）
　 抽出方法：層化2段無作為抽出法とエリアサンプリングの併用
　 調査方法：郵送法 
　 調査時期：2012年 1月12日～1月31日
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CEL

【図1】 エネルギーに関する生活者の意識

【図3】 企業の社会貢献活動で生活者が重要と考えるものの変化

【図2】 「ＣＳＲ」という言葉の認知度
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「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る

生
活
意
識
調
査（
平
成
24
年
）」を

実
施
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る

生
活
意
識
調
査（
平
成
24
年
）」を

実
施
し
ま
し
た
。



省資源・省エネや地球温暖化防止等の
環境問題への取り組み

家庭や育児・介護と仕事の両立支援等
従業員の生活に配慮する

地域社会が抱える諸問題（高齢化、少子化、雇用、
コミュニティの脆弱化等）の解決への取り組み

障害者などを積極的に雇用

新技術や画期的な製品の開発

国内外の被災地支援

慈善団体などへの寄付や
社員のボランティア活動支援

世界各地に存在する諸問題（貧困、格差、食糧問題、
水問題等）の解決への取り組み

地域社会の文化・スポーツ振興等に貢献する

環境教育・食育などの学校教育支援

その他
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1

エネルギー全般に関する安全対策をもっと強化すべき

そう思う（あてはまる）

特定のエネルギーに頼る生活はリスクが高い

エネルギーの供給手段はなるべく多様であるのが望ましい

自立分散型の電力システムも整備すべき

太陽光発電システムを将来自宅に設置したい

燃料電池システムを将来自宅に設置したい

実用性のある蓄電池を将来自宅に設置したい

エネルギーを使いすぎる生活そのものを見直す

もっと少ないエネルギーでも工夫で快適な生活は可能

節電を含む省エネに積極的に取り組んでいる

生活が多少不便になっても省エネを実践しようという意識が高まった

エネルギー全般の使い方を工夫し、節約するようになった
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どちらかといえばそう思う（あてはまる） どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない（あてはまらない） そう思わない（あてはまらない） 無回答

　
　

調
査
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
に
関
す
る
安
全
対
策
を

も
っ
と
強
化
す
べ
き
が
約
９
割
で
し
た
。

　

今
回
の
震
災
お
よ
び
津
波
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
事

故
を
受
け
て
、
約
9
割
の
人
が「
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
に
関
す

る
安
全
対
策
を
も
っ
と
強
化
す
べ
き
で
あ
る
」と
回
答
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
特
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
る
生
活
は
リ
ス
ク
が
高

い
と
感
じ
た（
87
%
）」、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
手
段
は
な
る

べ
く
多
様
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い（
83
%
）」、「
現
在
の
大

規
模
・
集
中
型
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
自
立
分

散
型
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
も
整
備
す
べ
き（
69
%
）」等
、

特
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
ら
ず
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
多
様

化
や
大
規
模
・
集
中
型
と
自
立
分
散
型
の
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る

安
定
供
給
への
要
望
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
し
て
、「
自
家
発
電
で
き
る

設
備
の
必
要
性
を
感
じ
た（
61
%
）」、「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
将
来
自
宅
に
設
置
し
た
い（
54
%
）」、「
実
用
性
の
あ
る

蓄
電
池
を
将
来
自
宅
に
設
置
し
た
い（
45
%
）」「
燃
料
電
池

シ
ス
テ
ム
を
将
来
自
宅
に
設
置
し
た
い（
37
%
）」等
、
自
家

発
電
、
太
陽
光
発
電
、
電
気
を
蓄
え
る
蓄
電
池
、
燃
料
電

池
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
の
停
止
に

伴
う
計
画
停
電
等
で
現
状
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性

を
身
を
も
って
経
験
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
新
聞
、テ
レ
ビ
等

のマス
メ
デ
ィ
ア
で
見
聞
き
し
て
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

震
災
を
機
に「
省
エ
ネ
・
節
電
意
識
」、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
関
心
」が
高
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
が
自
分
に
関
わ
り
の
あ
る
問
題
と
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
す
ぎ
や
省
エ
ネ
に
つい
て
尋

ね
ま
し
た
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
す
ぎ
る
生
活
そ
の
も
の
を

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
88
%
）」、「
も
っ
と
少
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
も
、
工
夫
す
れ
ば
快
適
な
生
活
は
可
能
で
あ
る

（
82
%
）」、「
節
電
を
含
む
省
エ
ネ
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る（
75
%
）」、「
生
活
が
多
少
不
便
に
な
っ
て
も
、
省
エ

ネ
を
実
践
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
た（
74
%
）」、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
全
般
の
使
い
方
を
工
夫
し
、
節
約
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た（
72
%
）」等
、
震
災
を
機
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
す

ぎ
を
反
省
し
、「
節
電
・
省
エ
ネ
意
識
」が
高
ま
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つい
て
の
正
し
い
情
報
を
も
っ
と
提

供
し
て
欲
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た（
88
%
）」、「
生
活
者

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た（
88
%
）」、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
よ

り
自
分
に
係
わ
り
の
あ
る
問
題
だ
と
し
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た（
84
%
）」等
、
震
災
を
機
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
正
し
い
情
報
の

提
供
要
望
が
強
ま
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
自
分
に
か
か
わ

り
の
あ
る
問
題
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
って
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
生
活
者
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
に
つい
て
考
え
、

実
際
の
行
動
に
移
る
に
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
リ
テ
ラ
シ
ー（
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賢
く
使
う
た
め
の
基
礎
知
識
）の
向
上
」が
必

要
で
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て
も
、
そ
の
向
上
に
資

す
る
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

C
E
L
も
そ
の
一
翼
を
担
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
、

　

 

社
会
貢
献
に
関
す
る
分
野

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」の
認
知
度
は
、徐
々
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
が
社
会
に
対
し
て
責
任
あ
る

行
動
を
と
って
い
く
こ
と
を「
企
業
の

社
会
的
責
任
＝
Ｃ
Ｓ
Ｒ（Corporate 

Social Responsibility

）と
い
い

ま
す
。
こ
の
言
葉
に
対
す
る
認
知

度
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
聞
き
ま

し
た
。

　

2
0
0
7
年
、
2
0
1
1
年
の

調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、「
よ
く

知
って
い
る
」「
だ
い
た
い
知
って
い
る
」

が
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。「
知
ら

な
い
」も
35
％
程
度
あ
り
ま
す
が
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
使
わ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
、一
般
的
な
言
葉
に
なっ

て
い
な
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

生
活
者
が
考
え
る
重
要
な
社
会
貢
献
活
動
で
は
、「
従

業
員
の
就
業
環
境
整
備
」か
ら「
省
エ
ネ
な
ど
環
境
へ

の
取
り
組
み
」へ
と
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

　
「
企
業
の
社
会
貢
献
で
何
が
重
要
と
思
う
か
？
」と
の
質
問

に
複
数
回
答
で
選
択
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
最
も
重

要
と
思
う
も
の
は
何
か
？
と
の
２
種
類
の
質
問
を
行
い
ま
し

た
。（
図
3
）

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
る
た
め

に
、
昨
年
の
調
査
と
比
較
し
ま
し
た
。 

　

昨
年
の
調
査
で
は
、
生
活
者
が
重
要
と
考
え
る
の
は
、①

従
業
員
の
就
業
環
境
整
備
、②
省
エ
ネ
な
ど
環
境
へ
の
取
組

み
、③
地
域
課
題
の
解
決
、④
障
害
者
雇
用
の
順
に
な
って
い

ま
し
た
が
、
今
年
の
調
査
で
は
、
1
位
と
2
位
が
入
れ
替
わ

り
ま
し
た
。
原
発
事
故
や
電
力
不
足
に
直
面
し
、
省
エ
ネ
や

環
境
問
題
への
関
心
が
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

国
内
外
の
被
災
地
支
援
の
項
目
も
、
昨
年
よ
り
10
ポ
イ
ン

ト
増
え
て
い
ま
す
。

　

生
活
者
が
企
業
に
期
待
す
る
社
会

貢
献
の
内
容
は
、
大
震
災
の
影
響
で
、

順
位
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
り
ま
し
た

が
、い
ず
れ
の
項
目
も
、
社
会
が
求
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
よ

り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
企
業

も
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
事
業
を

通
し
て
蓄
積
し
た
資
源
を
活
用
し
て
、

社
会
に
対
す
る
責
任
を
果
た
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
も
、
様
々
な
企

業
の
活
動
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
非

常
時
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
活
動
を

観
察
し
、
評
価
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
よ
り
よ
い
企
業
を
育
て
る
こ
と
に

繋
が
って
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

 

住
ま
い
・
食
生
活
分
野

高
齢
期
の
住
ま
い
・
暮
ら
し
の
不
安
要
素
と
し
て
、

将
来
の
自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
建
て
替
え
、
手
入

れ
等
が
上
位
に
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
の
住
ま
い
や
住
ま
い
方
に
つ
い
て
、「
不
安
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
不
安
」と
の
回
答
合
計
は
47
・
9
％
で
、

2
0
1
0
年
1
月
に
実
施
し
た
第
6
回
調
査
の
50
・
5
％

よ
り
多
少
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
で
も
不
安
の

回
答
率
が
最
も
高
い
の
が
20
代
女
性
で
57
・
9
％
に
達
し

て
い
る
点
な
ど
、
若
年
世
代
に
広
が
る
将
来
の
生
活
へ
の
不

安
感
は
第
6
回
調
査
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

不
安
に
思
う
要
素
で
は
、
第
1
位「
自
分
や
家
族
に
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
介
護
費
の
負
担
」と
、
第
2
位

「
医
療
費
の
負
担
」は
、
震
災
前
の
第
6
回
調
査
と
震
災
後

の
今
回
の
調
査
で
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
第
3
位
以
降
に
特

徴
的
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

震
災
前
の
第
6
回
調
査
で
は
不
安
要
素
の
第
6
位
だ
っ

た「
リ
フ
ォ
ー
ム（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
耐
震
等
）を
し
た
い
場
合

の
資
金
確
保
」が
、
震
災
後
の
今
回
の
調
査
で
は
第
3
位
に

浮
上
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
第
6
回
調
査
で
は
第
8
位
だ
っ

た「
家
の
手
入
れ
や
庭
の
掃
除
を
自
力
で
続
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
」が
、
今
回
の
調
査
で
は
第
5
位
に
、
同
じ
く
第
6
回

調
査
で
第
9
位
だ
っ
た「
建
て
替
え
た
い
場
合
の
資
金
確

保
」が
、
今
回
の
調
査
で
は
第
7
位
に
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　

耐
震
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
は
じ
め
物
理
的
な
住
宅
の
安
全

性
の
確
保
や
維
持
・
管
理
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、そ
れ
へ

の
経
済
的
・
身
体
的
な
対
応
力
が
あ
る
か
ど
う
か
が
、将
来
へ

の
不
安
要
素
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

高
ま
る
安
全
・
安
心
へ
の
不
満
ー
食
の
満
足
度
に

も
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

食
生
活
分
野
で
は
、
2
0
0
5
年
の
第
一
回
の
調
査
以
来

食
生
活
全
般
へ
の
満
足
度
や
不
満
に
つい
て
聞
い
て
い
ま
す
。

現
在
の
食
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
満
足
は
75
・
1
％
、
不
満

7
・
4
％
と
、
相
変
わ
ら
ず
満
足
度
は
高
い
水
準
と
い
え
ま

す
が
、
東
日
本
大
震
災
以
前
の
昨
年
の
調
査（
2
0
1
1
年

1
月
20
日
〜
2
月
8
日
）結
果
と
比
べ
る
と
満
足
度
が
4
・
8

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
水
準
は
、
 ’05
年
調
査
開
始

以
来
最
低
と
な
り
ま
し
た（
 ’05
年
75
・
5
％
、 

 ’07
年
78
・
3

％
、
 ’09
年
78
・
6
％
、
 ’11
年
77
・
9
％
）。

　
一
方
、
食
生
活
で
の
不
満
な
点
は
、
安
全
・
安
心
36
・
3

％（
 ’11
年
31
・
7
％
、
 ’10
年
24
・
9
％
、
 ’09
年
39
・
9
％
、

 ’07
年
26
・
7
％
、
 ’05
年
23
・
6
％
）、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
35
・
7

％（
  ’11
年
35
・
6
％
）、
経
済
性
・
節
約
で
き
な
い
27
・
6

％（
  ’11
年
26
・
9
％
）、
昨
年
調
査
と
比
べ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、

経
済
性
・
節
約
で
き
な
い
に
は
、ほ
と
ん
ど
変
化
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、安
全
・
安
心
は
、4
・
6
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

昨
年
一
位
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

　

過
去
、
中
国
産
の
冷
凍
野
菜
の
農
薬
汚
染
や
冷
凍
餃
子

事
件
が
続
い
た
2
0
0
9
年
の
調
査
で
も
食
の
安
全
・
安
心

に
関
心
が
非
常
に
高
ま
り
ま
し
た（
39
・
9
％
）が
、
1
年

後
の
2
0
1
0
年
調
査
で
は
、
安
全
・
安
心
24
・
9
％
と
低

下
し
ま
し
た
。
し
か
し
2
0
0
9
年
に
次
ぐ
安
全
・
安
心
へ

の
不
満
の
増
加
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

る
食
品
や
水
の
放
射
能
汚
染
に
対
す
る
不
安
を
反
映
し
、

こ
れ
か
ら
も
長
く
続
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

 

幸
福
を
感
じ
る
条
件

幸
福
を
感
じ
る
た
め
に
重
要
な
も
の
ー
健
康
、
次
い

で
家
庭
や
お
金
、
そ
し
て
友
人
関
係
の
順
で
し
た
。

　

昨
年
と
同
様
に
、「
あ
な
た
に
と
って
、
幸
福
感
を
感
じ
る

た
め
に
は
何
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
」と
問
い
、「
自
分
自

身
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」な
ど
、
11
の
選
択
肢
の
中
か
ら

抽
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
結
果
昨
年
と
大
き
く
替
わ
る

こ
と
な
く
、
最
も
重
要
な
条
件（
2
つ
選
択
）に
は「
自
分
自

身
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」と「
家
族
・
知
人
の
健
康
が
良

好
で
あ
る
」が
圧
倒
的
な
支
持
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の
次
に

重
要
な
も
の（
2
つ
選
択
）に
は「
よ
い
家
庭
が
築
け
て
い
る
」

と「
お
金
が
あ
る
」が
、
ま
た
そ
の
次
に
重
要
な
も
の（
3
つ

選
択
）に
は「
友
人
関
係
が
良
好
で
あ
る
」な
ど
が
多
く
の

回
答
者
か
ら
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、「
自
分
の
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
幸
せ
で
あ

る
」と
い
う
選
択
肢
は
、「
最
も
重
要
〜
自
分
に
と
っ
て
重

要
」ま
で
ま
ん
べ
ん
な
く
支
持
を
集
め
て
お
り
、
各
選
択
肢

の
評
価
の
さ
れ
方
に
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
性
別
年

齢
階
層
別
に
見
て
も
特
徴
が
現
れ
ま
し
た
。〝
最
も
重
要
な

条
件
〞と
し
て「
自
分
自
身
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」を
選

ん
だ
人（
全
体
の
72
・
8
％
）に
関
し
て
は
、
年
齢
が
高
く

な
る
ほ
ど
、
数
値
が
増
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。一
方
、

「
家
族
・
知
人
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」を
最
も
重
要
な
条

件
に
選
ん
だ
61
・
5
％
の
人
に
関
し
て
は
、
男
女
と
も
40

歳
代
を
頂
点
と
す
る
山
形
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
、

配
偶
者
、
親
な
ど
、
健
康
を
心
遣
う
べ
き
対
象
者
が
多
い

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
様
に「
お
金
が
あ
る
」を
選
ん
だ
15
・
3
％
の
回
答
者

を
見
る
と
、
若
い
人
の
重
視
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
女
性
は

20
歳
代
の
21
・
1
％
を
最
高
に
、
60
歳
以
降
の
7
・
8
％

ま
で
単
調
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。男
性
の「
お
金
が
あ
る
」

支
持
者
も
20
歳
代
で
31
・
3
％
と
高
く
、
60
歳
以
上
は

10
・
6
％
と
低
下
し
ま
す
。
し
か
し
、
30
歳
代
18
・
5
％
、

40
歳
代
15
・
0
％
、
50
歳
代
17
・
2
％
と
、
30
歳
代
〜
50

歳
代
に
は
傾
向
的
な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
お
金
」を
最
も
重
要
な
条
件
と
し
て
は
選
択
せ
ず
、
次

に
重
要
な
条
件
と
し
て
選
ん
だ
人
た
ち（
全
体
の
38
・
8

％
を
見
る
と
、
男
性
も
女
性
も
40
歳
代
と
50
歳
代
が
他
の

年
齢
階
層
に
比
べ
て
多
く
な
って
い
ま
す
。
や
は
り
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
な
ど
に
鑑
み
る
と
、
そ
の
年
齢
層
で
お
金
が
必
要
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
幸
福
を
感
じ
る
条
件
の
下
で
、「
実
際
」

に
は
回
答
者
は
そ
れ
を
ど
の
程
度
実
感
し
て
い
る
の
か
を
見

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
と
て
も
実
感
で
き
て

い
る
」と「
ま
あ
実
感
で
き
て
い
る
」の
合
計
値
が
大
き
い
項

目
は「
友
人
関
係
が
良
好
で
あ
る
」（
76
・
2
％
）、「
家
族
・

知
人
の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」（
73
・
7
％
）、「
自
分
自
身

の
健
康
が
良
好
で
あ
る
」（
69
・
5
％
）、「
よ
い
家
族
が
築

け
て
い
る
」（
66
・
3
％
）で
し
た
。

　

逆
に
実
感
値
の
低
い
選
択
肢
は「
よ
い
社
会
だ
と
納
得
で

き
る
」（
10
・
3
％
）、「
お
金
が
あ
る
」（
20
・
1
％
）、「
社

会
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
」（
27
・
1
％
）で
し
た
。
お
金
の

面
で
は
な
か
な
か
満
足
で
き
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
健
康
や
家

族
な
ど
と
の
人
間
関
係
は
あ
る
程
度
充
実
し
て
お
り
、
総

合
的
な
幸
福
度
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　大阪ガス㈱エネルギー･文化研究所では、「住まい・生活」

に関して生活者が抱える問題、期待する方向、そのギャップを

埋める解決策、今後のあり方などを分析・研究するために、

2005 年から「これからの住まいとライフスタイルに関する生活

意識調査」を実施し、2012年1月に第8回調査を行いました。

　本年の調査では、東日本大震災を経験して、生活者の方々

の意識がどのように変わったかを比較するため、昨年とほぼ

同様の項目の調査とともに、変化したであろうエネルギーに関

する項目を追加しました。

　2012 年調査の概要ならびにトピックスについて簡単に紹

介します。詳細な分析については、今後、ホームページなどで

報告していく予定です（2012 年 10 月予定）。ご協力いただ

いた回答者の皆様、誠にありがとうございました。この場を借

りてお礼申し上げます。
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2007年1月調査

2011年1月調査

2012年1月調査

よく知っている だいたい知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

調 査 の 概 要

　 調査地域：全国
　 調査対象：22歳～76歳の男女個人
　 標　本　数：1149人（内回収数798人）
　 抽出方法：層化2段無作為抽出法とエリアサンプリングの併用
　 調査方法：郵送法 
　 調査時期：2012年 1月12日～1月31日
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【図1】 エネルギーに関する生活者の意識

【図3】 企業の社会貢献活動で生活者が重要と考えるものの変化

【図2】 「ＣＳＲ」という言葉の認知度
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